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リンクを使用

Workload Factoryのリンクについて

ワークロードファクトリリンクは、ワークロードファクトリアカウントと1つ以上のFSx

for ONTAPファイルシステム間の信頼関係と接続を作成します。これにより、Amazon

FSx for ONTAP APIでは使用できないONTAP REST API呼び出しから、特定のファイル
システム機能を直接監視および管理できます。

Workload Factoryを開始するためのリンクは必要ありませんが、場合によっては、Workload Factoryのすべて
の機能とワークロード機能をロック解除するためのリンクを作成する必要があります。

リンクの仕組み

リンクはAWS Lambdaを利用します。Lambdaはイベントに応じてコードを実行し、そのコードに必要なコン
ピューティングリソースを自動的に管理します。作成したリンクはNetAppアカウントの一部であり、AWSア
カウントに関連付けられています。

リンクを作成したら、1つまたは複数のFSx for ONTAPファイルシステムに関連付けることができます。各フ
ァイルシステムは、同じNetAppアカウント内の1つのリンクにのみ関連付けることができます。複数
のNetAppアカウントがある場合は、1つのファイルシステムを別 々 のNetAppアカウントの下にある追加のリ
ンクに関連付けることができます。

リンクは、Workload FactoryのFSx for ONTAPファイルシステムページから作成します。"リンクの作成方法"

を参照してください。

コスト

Lambdaが実行する各トランザクションには課金が発生します。Lambdaは2つのシステム間のプロキシとして
機能するため、Lambdaがファイルシステム上のONTAP REST APIにリクエストを送信し、応答をWorkload

Factoryに返送すると料金が発生します。

"AWS Lambdaの使用に関連するコストの詳細を確認する"

リンクが必要な場合

Workload Factoryには、いくつかの情報を表示し、いくつかのタスクを実行するためのリンクが必要です。リ
ンクを必要とする処理を実行しようとしたときに、FSx for ONTAPファイルシステムにリンクが関連付けられ
ていないと、その処理にリンクが必要であるというメッセージが表示されます。その時点で新しいリンクを追
加したり、FSx for ONTAPファイルシステムを既存のリンクに関連付けて操作を実行したりできます。

リンクが必要な機能は次のとおりです。

• FSx for ONTAPファイルシステムにインストールされているONTAPのバージョンを表示する

• システム上のiSCSIボリュームを管理します。

• ボリュームの自動拡張機能の有効化と無効化

• Snapshotポリシーの作成と管理
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• ファイルシステム間でレプリケーション関係を設定し、ボリュームをレプリケートする

• バックアップ関係を設定し、ボリュームデータをクラウドストレージにバックアップ

• ファイルシステム内のボリュームのクローニング

• ONTAPから直接追加の指標を表示する（デフォルトの指標はAmazon CloudWatchで収集）

• NFSエクスポートポリシーの管理

リンクの作成

リンクを作成および管理して、ワークロードファクトリアカウントと1つ以上のFSx for

ONTAPファイルシステム間の信頼関係と接続を確立できます。これにより、AWS FSx

for ONTAP APIでは利用できない特定の機能をFSx for ONTAPファイルシステムから直接
監視および管理できます。

"リンクの詳細"です。

タスクの内容

リンクはAWS Lambdaを利用してイベントに応じてコードを実行し、そのコードに必要なコンピューティン
グリソースを自動的に管理します。作成したリンクはNetAppアカウントの一部であり、AWSアカウントに関
連付けられています。

FSx for ONTAPファイルシステムを定義する際に、アカウントにリンクを作成できます。このリンクはそのフ
ァイルシステムに使用され、他のFSx for ONTAPファイルシステムでも使用できます。

リンクを作成するには、AWSアカウントでAWS CloudFormationスタックを起動する必要があります。

開始する前に

• AWSアカウントにログインするためのクレデンシャルが必要です。

• CloudFormationスタックを使用してリンクを追加する場合は、AWSアカウントで次の権限が必要です。
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"cloudformation:GetTemplateSummary",

"cloudformation:CreateStack",

"cloudformation:DeleteStack",

"cloudformation:DescribeStacks",

"cloudformation:ListStacks",

"cloudformation:DescribeStackEvents",

"cloudformation:ListStackResources",

"ec2:DescribeSubnets",

"ec2:DescribeSecurityGroups",

"ec2:DescribeVpcs",

"iam:ListRoles",

"iam:GetRolePolicy",

"iam:GetRole",

"iam:DeleteRolePolicy",

"iam:CreateRole",

"iam:DetachRolePolicy",

"iam:PassRole",

"iam:PutRolePolicy",

"iam:DeleteRole",

"iam:AttachRolePolicy",

"lambda:AddPermission",

"lambda:RemovePermission",

"lambda:InvokeFunction",

"lambda:GetFunction",

"lambda:CreateFunction",

"lambda:DeleteFunction",

"lambda:TagResource",

"codestar-connections:GetSyncConfiguration",

"ecr:BatchGetImage",

"ecr:GetDownloadUrlForLayer"

手順

1. にログインします。 "Workload Factoryコンソール"

2. [Storage]で、*[Go to storage inventory]*を選択します。

3. FSx for ONTAP タブで、リンクを関連付けるファイルシステムの3つのドットメニューを選択し、
Manage *を選択します。

4. ファイルシステムの概要で、*[リンクの関連付け]*を選択します。

5. [リンクの関連付け]ダイアログで、[新しいリンクの作成]*を選択し、[続行]*を選択します。

6. [Create Link]ページで、次の情報を指定します。

a. リンク名：このリンクに使用する名前を入力します。名前はアカウント内で一意である必要がありま
す。
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b. タグ:必要に応じて、リソースをより簡単に分類できるように、このリンクに関連付けるタグを追加し
ます。たとえば、FSx for ONTAPファイルシステムでこのリンクが使用されていることを示すタグを
追加できます。

AWSアカウントと、アカウント、場所、セキュリティグループの追加情報は、FSx for ONTAPファイ
ルシステムに基づいて自動的に取得されます。

7. [Redirect to CloudFormation]*を選択します。

AWS CloudFormationサービスからリンクを作成する方法を説明するダイアログが表示されます。

8. [続行]*を選択してAWS管理コンソールを開き、このFSx for ONTAPファイルシステムのAWSアカウントに
ログインします。

9. [Quick create stack]ページの[Capabilities]で、*[I acknowledge that AWS CloudFormation might create IAM

resources]*を選択します。

CloudFormationテンプレートを起動すると、Lambdaに3つの権限が付与されます。Workload Factoryは、
リンクを使用する際にこれらの権限を使用

"lambda:InvokeFunction",

"lambda:GetFunction",

"lambda:UpdateFunctionCode"

10. を選択し、[続行]*を選択します。

リンクの作成ステータスは[Events]ページで監視できます。これには5分以内にかかります。

11. Workload Factoryインターフェイスに戻ると、リンクがFSx for ONTAPファイルシステムに関連付けられ
ていることがわかります。

結果

作成したリンクはFSx for ONTAPファイルシステムに関連付けられます。

リンクの管理

Workload Factoryアカウントに関連付けられたリンクを管理します。

"リンクの詳細" または "リンクの作成"。

アカウントに関連付けられているリンクを表示する

現在アカウントに関連付けられているリンクを表示できます。

手順

1. にログインします。 "Workload Factoryコンソール"

2. [Storage]で、*[Go to storage inventory]*を選択します。

3. [アカウント]メニューから*[リンク]*を選択します。
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4. リンクがある場合は、概要ページに情報が表示されます。

5. リンクに関連付けられているFSx for ONTAPファイルシステムを表示するには、[関連リソース]セクショ
ンで*[表示]*ボタンを選択します。

6. リンクにAmazon Resource Name（ARN）が必要な場合は、ARNフィールドの横にある_COPY_ICONを
選択します。

FSx for ONTAPファイルシステムへのリンクの関連付け

作成したリンクをFSx for ONTAPファイルシステムに関連付けることができます。各ファイルシステムは、1

つのNetAppアカウント内の1つのリンクにのみ関連付けることができますが、1つのリンクを複数のファイル
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システムに関連付けることができます。

手順

1. にログインします。 "Workload Factoryコンソール"

2. [Storage]で、*[Go to storage inventory]*を選択します。

3. FSx for ONTAP タブで、リンクを関連付けるファイルシステムの3つのドットメニューを選択し、
Manage *を選択します。

4. ファイルシステムの概要で、*[リンクの関連付け]*を選択します。

5. [リンクの関連付け（Associate link）]ページで*を選択し、リンクを選択して[適用（Apply）]*を選択しま
す。

結果

リンクはFSx for ONTAPファイルシステムに関連付けられており、高度なONTAP操作を実行できます。

リンクの編集

Workload Factoryインターフェイスからリンクを編集することはできません。リンクに変更を加える必要があ
る場合は、新しいリンクを作成し、そのリンクをファイルシステムに関連付ける必要があります。

AWSコンソールを使用してLambdaネットワーク構成（VPC、サブネット、セキュリティグル
ープなど）を編集すると、変更がリンク管理UIに反映されますが、これらの変更によっ
てLambdaとONTAP間の接続の問題が発生する可能性があるため、推奨されません。

リンクの削除

環境で使用しなくなったリンクを削除できます。リンクを使用していたFSx for ONTAPファイルシステムやそ
の他のリソースは、リンクを削除すると特定の機能を使用できなくなります。

このリンクはWorkload Factoryからのみ削除され、AWS環境からは削除されません。Workload Factoryでリン
クを削除した後、AWSアカウントからLambda関数を削除する必要があります。

手順

1. にログインします。 "Workload Factoryコンソール"

2. [Storage]で、*[Go to storage inventory]*を選択します。

3. [アカウント]メニューから*[リンク]*を選択します。

4. [リンク]ページで、メニューボタンを選択して*[削除]*を選択します。
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5. 確認する場合は、*[削除]*をもう一度選択します。

AWSのドキュメントを参照してください "Lambda関数の削除"。
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